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研究成果の概要（和文）：５か国７地域で実施したアジア比較家族調査（CAFS）の結果をデータベース化して公
開した。国内の研究分担者と国外の研究協力者およびその指導する学生・若手研究者によるそれらの分析成果を
学術誌やCAFSワーキングペーパーとして出版した。全地域を比較する包括的な成果を日本語と英語の書籍として
公表する準備も進めており、日本語版の書籍は京都大学学術出版会より刊行予定である。東南アジアと東アジア
の世代意識とジェンダー意識の両面での違いの大きさ、ベトナムの南北の差、ジェンダー平等に近いと言われる
東南アジアでの意識と行動のずれ、年齢や学歴による違いなどを特に重要な知見と考えている。

研究成果の概要（英文）：The CAFS database that includes the results of our surveys conducted in 7 
areas from 5 countries has been constructed and made public. The research results based on the CAFS 
database by our research team including young scholars and students from Japan and other countries 
are already published in academic journals and as CAFS working papers. A comprehensive result that 
compares 7 areas from 5 countries will be published as books both in English and Japanese. The 
Japanese book will be published from Kyoto University Press. Stark differences between East Asia and
 Southeast Asia in both generational and gender relationships, significant differences between north
 and south regions of Vietnam, gaps between attitudes and behaviors in Southeast Asian societies and
 gaps by age and educational background are among the most important findings. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでしばしば「アジア的」と一括りにされ、家族の福祉機能に依存した家族主義的制度設計を基本方針にし
てきた諸社会であるが、これらの社会の家族の相互扶助のしかたは同じではなく、世代間関係とジェンダー関係
の働き方、意識レベルと行動レベルのずれ、急速な変化と停滞など、さまざまな面での多様性と、複雑な変容を
経験していることが明らかになった。しかし共通しているのは、人口学的条件の変化により、家族の相互扶助が
難しくなっており、家族外からの支援が必要となっていることである。アジアの家族と社会は転換点にあるとい
う認識が必要であろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
世界一の高齢社会である日本を筆頭に、急速な人口高齢化に直面しているアジア諸社会では、
この変化にいかにして対応するのかが喫緊の政策課題となっている。核心をなす「問い」は、「高
齢化するアジア諸社会は欧米社会と同じ道をたどるのか／べきか」というものである。 
アジア諸社会は「家族主義的」であると言われる。北西欧諸国や日本の財政問題を見て、福祉
国家化を進めることに慎重な国が多く、家族やコミュニティに福祉の中心的責任を負わせよう
とする。しかし急速に変化するアジア諸社会では、家族の形態も機能も変化している。家族の相
互扶助機能に依存した家族主義的制度設計は今後も有効なのだろうか。そもそもアジアの家族
はそれぞれの社会の親族システム、宗教規範、政治体制、経済発展度などにより多様である。こ
れまでしばしば「アジア的」と一括りにされてきた諸社会の多様性に目を向け、高齢化するアジ
ア諸社会において家族の果たす役割とその複雑な変容に影響する要因を解明する必要がある。 
 
２．研究の目的 
急速な人口高齢化に直面しているアジア諸社会において、この地域でとりわけ重要な社会制
度とされてきた家族が果たす役割に注目し、これまでしばしば「アジア的」と一括りにされて
きた諸社会の多様性と、複雑な変容に影響する要因を解明して、変容するアジア家族を捉える
枠組を 構築することを目的とする。なかでも家族の相互扶助機能にとって重要な世代間関係と
ジェンダー関係の多様性と変容に焦点を当て、家族に依存した制度設計は今後も有効なのかを
探りたい。 
 
３．研究の方法 
複数の先行プロジェクトで 10 年の歳月をかけてアジアの研究者と共に東南・南・西アジア６
カ国 8地域を対象に実施した「アジア家族比較調査（CAFS）」データベースを使用し、共通の基
準に基づいた精確なアジア家族の比較分析を行った。クリーニング作業を続けているカタール
を除いた 5ヶ国すなわちタイ、ベトナム、マレーシア、インド、トルコの 7地域（インドとベト
ナムは対照的な 2 地域にて調査を実施）を含むデータベースを主に使用した。なお、CAFS では
東アジア社会調査（EASS＝East Asia Social Survey）の実施した家族調査 EASS2006 の質問紙
を EASS チームの許可を得てわずかの変更を加えて使用したため、分析課題によっては東アジア
4社会との比較分析も行った。 
本研究のもうひとつの方法的特徴は、上記のアジア各国の代表的研究者（社会学者、人口学者
等）との徹底した国際共同研究を行ったことである。これらの研究者とは調査実施の段階から共
同研究を続けており、互いの信頼関係と協力関係をすでに確立していた。すなわち変数の性質や
分析結果の解釈などについて、必要に応じて対象地域の研究者の意見を求めながら、分析を進め
ることができた。 
各国の研究者は同僚や若手研究者・院生からなる国内チームを率いており、それらの若手研究
者・院生によるデータの利用も促進し、若手の育成に努めた。若手・院生の分析結果は各国およ
び日本の研究者の指導を経てワーキングペーパー等としてまとめた。 
またデータベースを公開して、本プロジェクトのチーム以外の特に若手研究者の利用も促進
した。 
なお、研究分担者・研究協力者は他のデータを用いた関連テーマの研究も並行して行っている
ので、それらの分析結果の解釈を深めるために、CAFS データベースを用いた研究からの知見と
洞察を積極的に活用した。 
また、海外研究協力者の多くは研究代表者と共にアジア各国における家族と親密性研究の重
要文献を収集して共有するプロジェクトを別途実施してきた。その成果を英語では Asian 
Families and Intimacies (Brill, 2021)、日本語では『リーディングスアジアの家族と親密圏』
（有斐閣、2022）として刊行することができたので、CAFS データベースを用いた分析結果の解
釈におおいに役立てた。 
 各国のチームを率いた海外研究協力者の方々は以下のとおり。 
Eun Kisoo（ソウル大学教授） 
Nguyen Huu Minh（ベトナム社会科学院家族ジェンダー研究所前所長） 
Tran Thi Minh Thi（ベトナム社会科学院家族ジェンダー研究所所長） 
Patcharawalai Wongboonsin（デリー大学教授） 
Tan Jo-Pei（マンチェスターメトロポリタン大学） 
Rahimah Ibrahim（プトラマレーシア大学副理事） 
Rajni Parliwara（デリー大学教授） 
Ismet Koc（ハジェッテベ大学教授） 
 
４．研究成果 
（1）５か国７地域で実施したアジア比較家族調査（CAFS）の結果をデータベース化して CAFS の



ウェブサイト（https://sites.google.com/view/cafshomepage/）より公開した。京都大学にて
データ利用の申請を受け付け、委員会の審査を経て、適切な利用に対して公開する CAFS データ
ベースの公開体制を整備し、広報活動も行って、本研究グループ内外の国内外の研究者・院生等
による利用を奨励した。 
（2）若手の CAFS データベース利用者の成果に対しては、研究分担者から丁寧な助言を行ない、
若手の育成に努めた。 
（3）研究代表者・分担者と国外の研究協力者およびその指導する学生・若手研究者による CAFS
データベースを用いた分析成果を学術誌や書籍として出版し、また CAFS ワーキングペーパーと
して CAFS のウェブサイトより公開した。また関連テーマの研究にも CAFS データベースを用い
た研究からの知見と洞察を活用した。 
（4）全地域を比較する包括的な成果を日本語と英語の書籍として公表する準備も進めている。
日本語版の書籍は京都大学学術出版会より刊行予定であり、『アジア家族の多様性と変容：アジ
ア家族比較調査（CAFS）による５か国７地域の分析』を仮題としている。第 1部は「アジア５か
国７地域の家族の多様性と変容」と題し、変化する家族意識：結婚・離婚・同棲、結婚歴と配偶
者満足度、子どもに対するジェンダー選好、ジェンダーイデオロギー、家族主義と家父長制、家
族行動、世代間援助に関する意識、世代間援助に関する行動に関して、5か国 7地域の回答をジ
ェンダーと世代に分けて集計した結果を示す。第 1 部は伊達平和と Lee Eun-kyung が中心にな
って執筆を終えている。第 2 部は個別テーマについてのさらに踏み込んだ分析を行う章からな
り、タイ、ベトナム、マレーシアの研究協力者も執筆する。 
（5）全地域を比較する包括的な成果の英語版書籍は、査読を経て 2023 年に刊行することを目指
している。 
（6）ISA-RC06（国際社会学会家族社会学部会）の国際学会を、本研究の海外協力者である Nguyen 
Huu Minh ベトナム社会学会会長がホストとなって、2019 年にハノイのベトナム社会科学院にて
開催した。本プロジェクトのセッションを設け、研究分担者の岩井、筒井と研究代表者の落合が
渡航し、海外研究協力者の Eun Kisoo、Nguyen Huu Minh らと共に、研究成果を発表した。本プ
ロジェクトの成果を海外の研究者に広くアピールする重要な機会となった。 
（7）本プロジェクトの成果を国際的に発信すべく、国際社会学会（ISA）の World Congress(2023)
に向けて、日本社会学会、ベトナム社会学会、家族社会学部会（RC06）が合同で Integrative 
Session を申請し、採択された。 
（8）分析結果の詳細については、包括的成果の出版をひかえているため、具体的に記すことが
できないが、何点か述べておく。 
・7地域からの回答は多様であり、同じ項目（結婚、ジェンダーなど）についても質問により回
答のパターンが異なる。7地域が全体としていくつかのグループに分けられて多くの質問に一貫
した傾向を示すということはない。同じ国内でも地域によって傾向が異なる場合がある。 
・年齢、学歴による差が大きい地域と小さい地域がある。変化の大きさを示すと考えられる。 
・アジア地域では、社会保障の構築が遅れていることから、いまだに経済的な支援は子どもに期
待されている。ただし、その支援の在り方にも、父系制の家社会的なベトナム北部（義理の親へ
の義務は女性は強く男性は弱い）、父系制だがすべての関係の親への援助規範が強いインド（男
女とも実親にも義理の親にも援助する）、そして双系制的で実親への援助規範が優位するクアラ
ルンプールとバンコクといった多様性が見られる。 
・ただしベトナムのハノイの親や義理の親と同居する家族においては家父長制的規範は実行に
移されなかった。すなわちハノイの成人した子どもは、ジェンダーとは関係なく、老親に対する
ケア提供の実践でむしろ平等な負担を負う。規範と実践にずれが見られる。 
・規範と実践のずれはジェンダー関係でも見られる。東南アジアでは全般的に実践の方が規範よ
りも平等的な傾向がある。 
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６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計1件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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